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①ホームページ作成講習会を選んだ理由。 
 私共は、障害者の社会的な自立を進めるためにパソコンボランティアと就業の支援を活動の柱

に行っています。今回頂きました助成金は、その目的の一つである、障害者就業支援の一環とし

てインターネットホームページ作成の技術者を養成するために使用させてもらいました。 
 障害者の一般就業は通勤や体力の面で難しく就職されても長続きされない方が多い、そこで在

宅就業を選べばと考えました。ＳＯＨＯ事業者がどの様な仕事をしているか、また障害者の在宅

就業などを調査しまして、これからの事業に何を選べばよいか検討しました。調査の中でホーム

ページ作成を事業として進めているところが多くみられました為、先人の例にならい私共もその

事業に参加しようと思いました。 
 
②準備とスタート 
 使用するソフトウエアを購入広報用の用紙やファイルなども揃えて、チラシを作成し準備をし

ました。購入したソフトウエアは、ホームページ作成やチラシ・冊子に使用する画像の処理など

に使いました。 
 平成１８年２月より、会員や障害者団体、同支援センター、福祉センターなどに、ホームペー

ジ作成による就業希望の障害者向け講習会の開催案内を配布しました。 
 ３月、第１回目として初心者でも使い易いソフトウエア「ホームページビルダー」使用の講習

会を開催しました。５日間の講習で７名の参加がありました。引き続き第２回目として、プロ向

けのソフトである「ドリームウエーバー」使用の講習会を５日間開催しました。 
 １回目２回目の参加者による在宅就業ネットワークを考えておりましたが、受講者の希望と、

受注が思うように集まらなかったためホームページ作成の在宅就業ネットワークの設立は中止と

なりました。 
 課題として、障害者自身の意欲、受注額が少ない為に作成者や支援者への謝礼が少ないなどが

あると考えられます。 
 
③就業希望の障害者、就業希望の障害者を支援する人に対する講座の開催。 
 ３月に開催した１回目２回目の講習会参加者の一部と新しく募集した就業希望の障害者、就業

を支援する人達に向けてフォロー講習会を４日間開催しました。参加者への仕事として、学校関

係と地方議員のホームページ作成依頼があり参加者による作成で納品しました。なお、作成に当

たり作成者の要望により、講習会終了後に発注者の希望に沿うための講習や追加の個別の指導を

行いました。 
 課題としてありました受注については、地域の人と行政の方の協力により２件ありました。し

かし、満足のゆく受注量確保には程遠い感があります。それと納入したホームページには、まだ

まだ技術の未熟さが見られ、依頼先のニーズに合う心を打つ作品には程遠い感があります。しか

し、これら２つの作業は今後も受注の可能性があり、引き続き技術を磨く講習などを行ってゆき

ます。 



 ９月、頸椎損傷を持つ重度障害者から、私共が２月より行ってきたホームページ作成講座と在

宅就業に参加したいとの連絡がありました。早速、③で養成した支援者とともに訪問し、その方

の希望や今後の支援の方法を話し合いました。 
 結果、長期の講師派遣が必要なことから、別の民間助成金で派遣費用に対応することとしまし

た。この事は半年間取り組んできたことが、幾人かの障害者の耳に届き「社会参加をしたい」と

思っている人の手助けになったのだと喜んでいます。 
 
④活動の広報について。 
 昨年に設立しました、障害者の在宅就業のネットワーク「マニファクチャＢＵ」の活動が県内

にも、少しずつではありますが知られてきました。就業をしたいと思っている障害者の人に、私

共がどの様な活動をしているのか、知ってもらいたいと考えＰＲ用のビデオを作成しました。 
 このビデオを使った広報活動は、１０月の２日間開催される松山市の「みんなの生活展」やＮ

ＰＯ祭り、福祉センター祭りなどで使いました。また、 NPO に協力いただける銀行のロビーな

どでも放映しています。 
 ホームページ作成とは直接関係有りませんが、これにより多くの人に活動を知ってもらい、ひ

いては就業を目指す障害者へのお知らせの手段として利用したいと思っています。 
 
⑤１０月に入り、ＮＰＯ団体からホームページ作成の問い合わせや見積もりがあり、それらに対

する一部見本などを製作しています。今回の助成を頂いたホームページ作成技術者養成講座での

受講者の内、実際仕事をしてみたいと思われている方は数人です。それらの人に対し、サンプル

ページ作成の個人的な研修を開催しました。 
 １１月、デザインや色などのWebデザインについての講習を行いました。 
 受注量が今後の課題としてありますが、ＮＰＯ支援団体やその他の団体、個人の助けにより、

少しずつ広がっていて、今後に期待を持っています。 
 
⑥結果 
 ホームページ作成技術者育成のための講習会の開催  ３シリーズ １４日間 
 個別対応の研修                  １シリーズ  ８回 
 仕事量       作成した受注ホームページ量         ４件 
 今後半期の見込み                        ６件 
 
 
 
 
 
 
 


